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直線 l : y = 2x+ a と放物線 C : y = x2 − 2x+1 について以下の問いに答えよ．た

だし，a は実数とする．

(1) 直線 l と放物線 C が 2つの交点を持つための a の範囲を求めよ．

(2) (1) のとき 2つの交点の座標を求めよ．

(3) (2) で求めた 2つの交点のうち x 座標が小さい方を A とし，大きい方を B とす

る．a が (1) で求めた範囲を動くとき，線分 AB を AP : PB = 1 : 2 に内分する点

P の軌跡を求めよ．
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【答】

(1) a > −3

(2)
(
2±

√
3 + a, 4 + a± 2

√
3 + a

)
(複号同順)

(3) y = 9x2 − 34x+ 33 (x < 2)

【解答】

(1) l : y = 2x+ a

C : y = x2 − 2x+ 1

lと C が 2つの交点を持つ条件は

2x+ a = x2 − 2x+ 1

∴ x2 − 4x+ 1− a = 0 …… 1⃝

が異なる 2つの実数解をもつことである．すなわち，(判別式) > 0である．

(−2)2 − (1− a) > 0

∴ a > −3 …… 2⃝ ……（答）

(2) a > −3 のとき，2つの交点の x 座標は 1⃝の 2つの実数解であり

x = 2±
√
3 + a

これを lの方程式に代入することにより，2つの交点の y座標は決まる．2つの交点の座標は(
2 ±

√
3 + a, 4 + a ± 2

√
3 + a

)
(複号同順) ……（答）

(3) A，Bの x座標をそれぞれ α, β (α < β)とし，Pの座 C l

−a
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B

P
1⃝

2⃝

1 x

y

O

標を (x, y)とすると

x =
2α+ β
1 + 2

=
2(2−

√
3 + a) + (2 +

√
3 + a)

3

=
6−

√
3 + a
3

…… 3⃝

y = 2x+ a …… 4⃝

Pの軌跡は「 2⃝かつ 3⃝かつ 4⃝」を満たす aが存在するよ
うな点 (x, y)の集合である．
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3⃝を同値変形すると

3⃝ ⇐⇒
√
3 + a = 6− 3x

⇐⇒

{
3 + a = (6− 3x)2

6− 3x ≧ 0

⇐⇒

{
a = 9x2 − 36x+ 33

x ≦ 2

であるから

「 2⃝かつ 3⃝かつ 4⃝」

⇐⇒


a > −3

a = 9x2 − 36x+ 33

x ≦ 2

y = 2x+ a

⇐⇒


a = 9x2 − 36x+ 33

9(x− 2)2 > 0

x ≦ 2

y = 2x+ (9x2 − 36x+ 33)

⇐⇒


a = 9x2 − 36x+ 33

x < 2

y = 9x2 − 34x+ 33

よって，Pの軌跡は

放物線 y = 9x2 − 34x + 33 (x < 2) ……（答）


